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1. 概要 

本資料は Steinberg VST SDK 3.6に含まれる note_expression_synth プログラム（ノート毎に音の属性を

コントロール可能なノート エクスプレッション機能を有する VSTインストルメント）の LogScaleクラスの

機能と方式を説明するものです。 

 

Steinberg VST SDK 3.6は Steinberg サイト（3rd Party Developer）からダウンロードできます。 

 

2. LogScaleクラスの機能と方式 

 

(1)  概要 

LogScaleクラスはVSTインストルメント/エフェクター等のパラメータ値をスケーリングする機能を有

しています。 

 

例 

 

ソース値（GUIのつまみの線形位置） パラメータ値 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソース最小値＜ソース特定値＜ソース最大値 

パラメータ最小値＜パラメータ特定値＜パラメータ最大値 

 

図 2-1 LogScaleクラスのパラメータ値スケーリングの例 

 

(2)  機能 

(a) スケーリング機能 

図 2-1のソース値からパラメータ値を求めるスケーリング機能です。 

(b) 逆スケーリング機能 

図 2-1のパラメータ値からソース値を求める逆スケーリング機能です。 

(3)  方式 

(a) スケーリングの方式 

スケーリングを実現する式は以下の通りです。 

 

y = 𝑥𝑛 ×パラメータ幅値+パラメータ最小値 

y:パラメータ値 

0.0 80Hz 

ソース特定値 

0.5 
パラメータ特定値 
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1.0 
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http://www.steinberg.net/en/company/developers.html
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x: 
ソース値−ソース最小値

ソース幅値
  →  (0.0 ≤ x ≤ 1.0) 

 

𝑛 > 0の時、 0.0𝑛 = 0、1.0𝑛 = 1なので、 

ｘ=0.0（ソース値がソース最小値）の時、y＝パラメータ最小値 

ｘ=1.0（ソース値がソース最大値）の時、y＝パラメータ最大値 

になります。 

 

図 2-1において n は、1800 = (
0.5 − 0.0

1.0 − 0.0
)

𝑛

× (18000 − 80) + 80 を満たす値です。 

 

1800 = (
0.5 − 0.0

1.0 − 0.0
)

𝑛

× (18000 − 80) + 80 

1800 − 80

18000 − 80
= (

0.5 − 0.0

1.0 − 0.0
)

𝑛

 

𝑙𝑛 (
1800 − 80

18000 − 80
) = 𝑛 × 𝑙𝑛 (

0.5 − 0.0

1.0 − 0.0
) 

𝑛 = 𝑙𝑛 (
1800 − 80

18000 − 80
) ÷ 𝑙𝑛 (

0.5 − 0.0

1.0 − 0.0
) 

= 𝑙𝑛 (
パラメータ特定値−パラメータ最小値

パラメータ幅値
) ÷ 𝑙𝑛 (

ソース特定値−ソース最小値

ソース幅値
) 

 

尚、 

パラメータ特定値−パラメータ最小値

パラメータ幅値
= 𝐴、(

ソース特定値−ソース最小値

ソース幅値
) = 𝐵とすると、 

𝑙𝑛(𝐴) ÷ 𝑙𝑛(𝐵) =
𝑙𝑜𝑔𝑒𝐴

𝑙𝑜𝑔𝑒𝐵
= 𝑙𝑜𝑔𝐵𝐴 

となるので、①の部分の式で log10を使用しても同じ結果になります。 

 

(b) 逆スケーリングの方式 

逆スケーリングを実現する式は以下の通りです。 

 

x = 𝑦
1
𝑛 ×ソース幅値+ソース最小値 

x:ソース値 

y: 
パラメータ値−パラメータ最小値

パラメータ幅値
  ････ (0.0 ≤ x ≤ 1.0) 

 

  

① 
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3. 特記事項 

 

資料の内容に間違いがないように努めていますが、完全に内容を保証することはできません。間違いにお

気付きの場合は、admin@robobiox.com までメール頂ければ幸いです。 

 

 

mailto:admin@robobiox.com?subject=記載内容誤り
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